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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】補償回路を含むアクティブマトリックス方式の
有機発光表示装置及びこれを駆動する方法に関し、初期
化電源のリップルを防止できる有機発光表示装置及びそ
の駆動方法を提供する。
【解決手段】有機発光表示装置は、有機発光素子ＯＬＥ
Ｄ、駆動トランジスタＤＴ、第ｉのスキャン信号ＳＣＡ
Ｎ（ｉ）（ｉは、２以上Ｎ以下の自然数、Ｎは、スキャ
ンライン数）に基づいてターンオンすると、第１ノード
Ｎ１にデータ電圧ＤＡＴＡを供給する第１のトランジス
タＴ１、第１ノードＮ１及び駆動トランジスタＤＴのゲ
ート電極の間に連結されるキャパシタＣｓｔ、及び第ｉ
－１のスキャン信号ＳＣＡＮ（ｉ－１）に基づいてター
ンオンすると、駆動トランジスタＤＴとキャパシタＣｓ
ｔの間の第２ノードＮ２に第１の基準電圧ＶＲＥＦを供
給する第２のトランジスタＴ２を含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光素子；
　第１の駆動電圧を供給する第１の駆動電源ラインと、前記第１の駆動電圧より低い電位
である第２の駆動電圧を供給する第２の駆動電源ラインの間に、前記有機発光素子と直列
に連結される駆動トランジスタ；
　第ｉのスキャン信号（ｉは、２以上Ｎ以下の自然数、Ｎは、スキャンライン数）に基づ
いてターンオンすると、第１ノードにデータ電圧を供給する第１のトランジスタ；
　前記第１ノード及び前記駆動トランジスタのゲート電極の間に連結されており、前記デ
ータ電圧に基づいて、前記駆動トランジスタのゲート電極にターンオン信号を供給するキ
ャパシタ；及び、
　第ｉ－１のスキャン信号に基づいてターンオンすると、前記駆動トランジスタと前記キ
ャパシタの間の第２ノードに第１の基準電圧を供給する第２のトランジスタを含む有機発
光表示装置。
【請求項２】
　エミッション信号に基づいてターンオンすると、前記第１ノードに第２の基準電圧を供
給する第３のトランジスタ；
　前記第２ノード及び第３ノードの間に連結されており、前記第ｉのスキャン信号に基づ
いてターンオンする第４のトランジスタ；
　前記第３ノードと前記有機発光素子のアノード電極の間に連結されており、前記エミッ
ション信号に基づいてターンオンする第５のトランジスタ；及び、
　前記第ｉのスキャン信号に基づいてターンオンすると、前記第５のトランジスタと前記
アノード電極の間の第４ノードに前記第１の基準電圧を供給する第６のトランジスタをさ
らに含み、
　前記駆動トランジスタの第１及び第２電極のいずれかは、前記第１の駆動電源ラインに
連結され、残り１つは、前記第３ノードに連結され、
　前記有機発光素子のカソード電極は、前記第２の駆動電源ラインに連結される、請求項
１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第ｉ－１のスキャン信号に基づいてターンオンすると、前記第１ノードに前記第２
の基準電圧を供給する第７のトランジスタをさらに含む、請求項２に記載の有機発光表示
装置。
【請求項４】
　前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧は、異なる電圧レベルであり、
　前記第２のトランジスタは、前記第１の基準電圧を供給する第１の基準電源ラインに連
結され、
　前記第３のトランジスタは、前記第２の基準電圧を供給する第２の基準電源ラインに連
結される、請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧は、異なる電圧レベルで、前記第１の基準
電圧は、前記第２の駆動電圧と同じ電圧レベルであり、
　前記第２のトランジスタは、前記第２の駆動電源ラインに連結され、
　前記第３のトランジスタは、前記第１の基準電圧と異なる第２の基準電圧を供給する基
準電源ラインに連結される、請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧は、相互同じ電圧レベルであり、
前記第２及び第３のトランジスタは、前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧を供給
する基準電源ラインに連結される、請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧は、相互同じ電圧レベルであり、
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前記第２及び第３のトランジスタは、前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧を供給
する基準電源ラインに連結される、請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　第１期間の間、前記第ｉ－１のスキャン信号は、ターンオンレベルで供給され、前記第
ｉのスキャン信号及び前記エミッション信号は、ターンオフレベルで供給され、
　第２期間の間、前記第ｉのスキャン信号は、ターンオンレベルで供給され、前記第ｉ－
１のスキャン信号及び前記エミッション信号は、ターンオフレベルで供給され、
　第３期間の間、前記第ｉ－１のスキャン信号、前記第ｉのスキャン信号及び前記エミッ
ション信号は、ターンオフレベルで供給され、
　第４期間の間、前記エミッション信号は、ターンオンレベルで供給され、前記第ｉ－１
のスキャン信号及び前記第ｉのスキャン信号は、ターンオフレベルで供給される、請求項
２に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　第１期間の間、前記第ｉ－１のスキャン信号は、ターンオンレベルで供給され、前記第
ｉのスキャン信号及び前記エミッション信号は、ターンオフレベルで供給され、
　第２期間の間、前記第ｉのスキャン信号は、ターンオンレベルで供給され、前記第ｉ－
１のスキャン信号及び前記エミッション信号は、ターンオフレベルで供給され、
　第３期間の間、前記第ｉ－１のスキャン信号、前記第ｉのスキャン信号及び前記エミッ
ション信号は、ターンオフレベルで供給され、
　第４期間の間、前記エミッション信号は、ターンオンレベルで供給され、前記第ｉ－１
のスキャン信号及び前記第ｉのスキャン信号は、ターンオフレベルで供給される、請求項
３に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　第１の駆動電圧を供給する第１の駆動電源ラインと、前記第１の駆動電圧より低い電位
である第２の駆動電圧を供給する第２の駆動電源ラインの間に直列に連結される駆動トラ
ンジスタと有機発光素子、ターンオンすると、第１ノードにデータ電圧を供給する第１の
トランジスタ、前記第１ノードと前記駆動トランジスタのゲート電極の間に連結されるキ
ャパシタ、及び前記駆動トランジスタのゲート電極と前記キャパシタの間の第２ノードに
連結される第２のトランジスタを含む有機発光表示装置を駆動する方法において、
　第１期間の間、前記第２のトランジスタをターンオンして、前記第２ノードを第１の基
準電圧に初期化するステップ；及び、
　第２期間の間、前記第２のトランジスタをターンオフし、前記第１のトランジスタをタ
ーンオンして、前記第１ノードに前記データ電圧を供給するステップを含む有機発光表示
装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記有機発光表示装置は、前記第１ノードに連結される第３のトランジスタ、前記第２
ノードと第３ノードの間に連結される第４のトランジスタ、前記第３ノードと前記有機発
光素子のアノード電極の間に連結される第５のトランジスタ、前記第５のトランジスタと
前記アノード電極の間の第４ノードに連結される第６のトランジスタをさらに含み、
　前記第２期間の間、前記第４のトランジスタをターンオンして、前記第２ノードに前記
第１の駆動電源で供給される第１の駆動電圧と、前記駆動トランジスタのしきい値電圧の
間の差電圧にサンプリングし、前記第６のトランジスタをターンオンして、前記第４ノー
ドに前記第１の基準電圧を供給する、請求項１０に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　第３期間の間、前記第１～第６のトランジスタをターンオフして、前記第２ノードの電
位をブーストするステップ；及び、
　第４期間の間、前記第２ノードの電位に対応するターンオン信号に基づいて、前記駆動
トランジスタがターンオンされ、前記第３のトランジスタをターンオンして、前記第１ノ
ードに第２の基準電圧を供給し、第５のトランジスタをターンオンして、前記ターンオン
された駆動トランジスタによる駆動電流を前記有機発光素子に供給するステップをさらに



(4) JP 2019-66847 A 2019.4.25

10

20

30

40

50

含む、請求項１０に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記有機発光表示装置は、前記第１ノードに連結される第７のトランジスタをさらに含
み、
　前記第１期間の間、前記第７のトランジスタをターンオンして、前記第１ノードを前記
第２の基準電圧に初期化する、請求項１２に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧は、異なる電圧レベルである、請求項１３
に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記第１の基準電圧は、前記第２の駆動電圧と同じ電圧レベルである、請求項１４に記
載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧は、相互同じ電圧レベルである、請求項１
２に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　前記第１の基準電圧及び前記第２の基準電圧は、相互同じ電圧レベルである、請求項１
３に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、補償回路を含むアクティブマトリックス方式の有機発光表示装置及びこれを
駆動する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）は、ＴＶ、携帯電話、ノートパソコン及び
タブレットなどのような様々な電子機器に適用される。そのため、表示装置の薄型化、軽
量化及び低消費電力化などを開発するための研究を続けている。
【０００３】
　表示装置の代表例としては、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ　Ｐａｎｅｌ　ｄｅｖｉｃｅ：ＰＤＰ）、電界放出ディスプレイ（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉ
ｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＦＥＤ）、電気発光表示装置（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＥＬＤ）、電気湿潤
表示装置（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｗｅｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＥＷＤ）
、及び有機発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＯＬＥＤ）などが挙げられる。
【０００４】
　そのうち、有機発光表示装置は、複数の画素に対応する複数の有機発光素子を含む。有
機発光素子は、自ら発光する自発光素子であるため、有機発光表示装置は、液晶表示装置
に比べて応答速度が早く、発光効率、輝度及び視野角が大きくて、明暗比及び色再現率に
優れるという長所がある。
【０００５】
　有機発光表示装置は、複数の画素を個別に駆動するアクティブマトリックス方式で具現
することができる。
【０００６】
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　アクティブマトリックス方式の有機発光表示装置は、各画素の有機発光素子に駆動電流
を供給する駆動素子を含む。ここで、駆動素子は、薄膜トランジスタで具現されることが
一般的である。そして、駆動素子と有機発光素子は、第１の駆動電源と第１の駆動電源よ
り低い電位である第２の駆動電源の間に相互直列に連結されることが一般的である。
【０００７】
　画素別の輝度差を防止するため複数の画素に対応する複数の駆動素子は、しきい値電圧
及び移動度などのような電気的特性が同様であるように設計する必要がある。しかし、工
程条件、駆動環境及び駆動時間などにより、複数の駆動素子に対する電気的特性の均一度
が低下し得る。
【０００８】
　特に、駆動ストレスにより駆動素子のしきい値電圧が変動し得て、この場合、駆動素子
により駆動電流が減少されることによって、画質が低下して寿命が減少される。
【０００９】
　このような駆動素子のしきい値電圧差を補償するため有機発光表示装置の各画素は、補
償回路を含んでいてもよい。
【００１０】
　補償回路は、各画素の回路内部で駆動素子のしきい値電圧差を自動補償するためのもの
である。すなわち、補償回路により有機発光素子に供給される駆動電流は、駆動素子のし
きい値電圧に対応しない場合がある。
【００１１】
　通常、各画素が補償回路を含む場合、有機発光表示装置は、初期化期間の間、駆動素子
のゲート電極及び有機発光素子のアノード電極を初期化電圧に初期化する。このため補償
回路は、初期化電圧を供給する初期化電源に連結される１つ以上の薄膜トランジスタを含
む。
【００１２】
　ところが、初期化期間の間、駆動トランジスタのゲート－ソース電圧（Ｖｇｓ）がしき
い値電圧以上になる場合がある。このとき、ターンオンされた駆動トランジスタを通じて
、比較的に高い電位である第１の駆動電源と初期化電源がショートされることによって、
初期化電源でリップル（ｒｉｐｐｌｅ）が発生し得る。このような初期化電源のリップル
により、駆動素子のゲート電極及び有機発光素子のアノード電極に対する初期化を適切に
実施することができないため、画素別の輝度偏差を引き起して、それにより、ムラ及び異
常輝度を引き起こす問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、初期化電源のリップルを防止できる有機発光表示装置及びその駆動方法を提
供するためのものである。
【００１４】
　本発明の目的は、以上で言及した目的に制限されず、言及していない本発明の他の目的
及び長所は、下記の説明により理解されるし、本発明の実施形態によりさらに明らかに理
解される。また、本発明の目的及び長所は、特許請求の範囲に示した手段及びその組み合
わせにより実現できることが容易に分かる。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の一例示は、有機発光素子、第１の駆動電圧を供給する第１の駆動電源ラインと
、前記第１の駆動電圧より低い電位である第２の駆動電圧を供給する第２の駆動電源ライ
ンの間に、前記有機発光素子と直列に連結される駆動トランジスタ、第ｉのスキャン信号
（ｉは、２以上Ｎ以下の自然数、Ｎは、スキャンライン数）に基づいてターンオンすると
、第１ノードにデータ電圧を供給する第１のトランジスタ、前記第１ノード及び前記駆動
トランジスタのゲート電極の間に連結されて、前記データ電圧に基づいて、前記駆動トラ
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ンジスタのゲート電極にターンオン信号を供給するキャパシタ、及び第ｉ－１のスキャン
信号に基づいてターンオンすると、前記駆動トランジスタと前記キャパシタの間の第２ノ
ードに第１の基準電圧を供給する第２のトランジスタを含む有機発光表示装置を提供する
。
【００１６】
　前記有機発光表示装置は、エミッション信号に基づいてターンオンすると、前記第１ノ
ードに第２の基準電圧を供給する第３のトランジスタ、前記第２ノード及び第３ノードの
間に連結されて、前記第ｉのスキャン信号に基づいてターンオンする第４のトランジスタ
、前記第３ノードと前記有機発光素子のアノード電極の間に連結されて、前記エミッショ
ン信号に基づいてターンオンする第５のトランジスタ、及び前記第ｉのスキャン信号に基
づいてターンオンすると、前記第５のトランジスタと前記アノード電極の間の第４ノード
に前記第１の基準電圧を供給する第６のトランジスタをさらに含んでいてもよい。
【００１７】
　前記有機発光表示装置は、前記第ｉ－１のスキャン信号に基づいてターンオンすると、
前記第１ノードに前記第２の基準電圧を供給する第７のトランジスタをさらに含んでいて
もよい。
【００１８】
　ここで、前記第１及び第２の基準電圧は、異なる電圧レベルであってもよい。
【００１９】
　そのため、前記第２のトランジスタは、前記第１の基準電圧を供給する第１の基準電源
ラインに連結されて、前記第３のトランジスタは、前記第２の基準電圧を供給する第２の
基準電源ラインに連結されてもよい。
【００２０】
　又は、前記第２のトランジスタは、前記第２の駆動電源ラインに連結されて、前記第３
のトランジスタは、前記第１の基準電圧と異なる第２の基準電圧を供給する基準電源ライ
ンに連結されてもよい。
【００２１】
　前記有機発光表示装置において、第１期間の間、前記第ｉ－１のスキャン信号は、ター
ンオンレベルで供給され、前記第ｉのスキャン信号及び前記エミッション信号は、ターン
オフレベルで供給されており、第２期間の間、前記第ｉのスキャン信号は、ターンオンレ
ベルで供給され、前記第ｉ－１のスキャン信号及び前記エミッション信号は、ターンオフ
レベルで供給されており、第３期間の間、前記第ｉ－１のスキャン信号、前記第ｉのスキ
ャン信号及び前記エミッション信号は、ターンオフレベルで供給されており、第４期間の
間、前記エミッション信号は、ターンオンレベルで供給されており、前記第ｉ－１のスキ
ャン信号及び前記第ｉのスキャン信号は、ターンオフレベルで供給されてもよい。
【００２２】
　本発明の他の一例示は、第１の駆動電圧を供給する第１の駆動電源ラインと、前記第１
の駆動電圧より低い電位である第２の駆動電圧を供給する第２の駆動電源ラインの間に直
列に連結される駆動トランジスタと有機発光素子、ターンオンすると、第１ノードにデー
タ電圧を供給する第１のトランジスタ、前記第１ノードと前記駆動トランジスタのゲート
電極の間に連結されるキャパシタ、及び前記駆動トランジスタのゲート電極と前記キャパ
シタの間の第２ノードに連結される第２のトランジスタを含む有機発光表示装置を駆動す
る方法において、第１期間の間、前記第２のトランジスタをターンオンして、前記第２ノ
ードを第１の基準電圧に初期化するステップ、及び第２期間の間、前記第２のトランジス
タをターンオフし、前記第１のトランジスタをターンオンして、前記第１ノードに前記デ
ータ電圧を供給するステップを含む有機発光表示装置の駆動方法を提供する。
【００２３】
　前記有機発光表示装置は、前記第１ノードに連結される第３のトランジスタ、前記第２
ノードと第３ノードの間に連結される第４のトランジスタ、前記第３ノードと前記有機発
光素子のアノード電極の間に連結される第５のトランジスタ、前記第５のトランジスタと
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前記アノード電極の間の第４ノードに連結される第６のトランジスタをさらに含んでいて
もよい。この場合、前記第２期間において、前記第４のトランジスタをターンオンして、
前記第２ノードを前記第１の駆動電源で供給される第１の駆動電圧と前記駆動トランジス
タのしきい値電圧の間の差電圧にサンプリングし、前記第６のトランジスタをターンオン
して、前記第４ノードに前記第１の基準電圧を供給することができる。
【００２４】
　前記有機発光表示装置の駆動方法は、第３期間の間、前記第１～第６のトランジスタを
ターンオフして、前記第２ノードの電位をブーストするステップ、及び第４期間の間、前
記第２ノードの電位に対応するターンオン信号に基づいて、前記駆動トランジスタがター
ンオンされ、前記第３のトランジスタをターンオンして、前記第１ノードに第２の基準電
圧を供給し、第５のトランジスタをターンオンして、前記ターンオンされた駆動トランジ
スタによる駆動電流を前記有機発光素子に供給するステップをさらに含んでいてもよい。
【００２５】
　前記有機発光表示装置は、前記第１ノードに連結される第７のトランジスタをさらに含
み、前記第１期間において、前記第７のトランジスタをターンオンして、前記第１ノード
を前記第２の基準電圧に初期化することができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、初期化期間の間、駆動トランジスタと
キャパシタの間のノードを基準電圧に初期化させるためのトランジスタを含む。ここで、
トランジスタは、前端のスキャンライン信号（第ｉ－１のスキャン信号）に基づいてター
ンオンされるため、初期化期間の間、基準電圧を供給する初期化電源と高電位駆動電源の
間がショートされることを防止することができる。そのため、初期化電源のリップルを未
然に防止することができるため、初期化電源のリップルによる初期化駆動不良及び画素別
の輝度偏差を防止することができ、それによるムラ及び異常輝度を防止することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の第１実施形態による有機発光表示装置を示した図面である。
【図２】本発明の第１実施形態による有機発光表示装置において、いずれか画素に対応す
る等価回路を示した図面である。
【図３】図２の駆動信号の波形と、それによる各ノードの電位を示した図面である。
【図４】本発明の第２実施形態による有機発光表示装置において、いずれか画素に対応す
る等価回路を示した図面である。
【図５】図４の駆動信号の波形と、それによる各ノードの電位を示した図面である。
【図６】本発明の第３実施形態による有機発光表示装置において、いずれか画素に対応す
る等価回路を示した図面である。
【図７】本発明の第４実施形態による有機発光表示装置において、いずれか画素に対応す
る等価回路を示した図面である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　前述した目的、特徴及び長所は、添付の図面を参照して詳細に後述されており、これに
より、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者が本発明の技術的思想を容易に実
施することができる。本発明を説明するにおいて、本発明に係る公知技術に対する具体的
な説明が本発明の要旨を曖昧にすると判断される場合には詳説を省略する。以下では、添
付の図面を参照して本発明による好ましい実施形態を詳説する。図面における同じ参照符
号は、同一または類似の構成要素を指すものに使われる。
【００２９】
　以下では、本発明の各実施形態による有機発光表示装置及びその駆動方法について添付
の図面を参考にして詳説する。
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【００３０】
　取りあえず、図１～図３を参照して、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置及
びその駆動方法について説明する。
【００３１】
　図１は、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置を示した図面である。図２は、
本発明の第１実施形態による有機発光表示装置において、いずれか画素に対応する等価回
路を示した図面である。図３は、図２の駆動信号の波形と、それによる各ノードの電位を
示した図面である。
【００３２】
　図１に示したように、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置は、複数の画素（
ＰＸＬ）を含む表示パネル１０と、表示パネル１０のデータライン１４を駆動するデータ
駆動回路１２と、表示パネル１０のスキャンライン１５を駆動するゲート駆動回路１３と
、データ駆動回路１２及びゲート駆動回路１３の駆動タイミングを制御するためのタイミ
ングコントローラ１１を含む。
【００３３】
　表示パネル１０は、相互交差するスキャンライン１５とデータライン１４を含む。複数
の画素（ＰＸＬ）に対応する複数の画素領域は、スキャンライン１５とデータライン１４
の交差領域に定義されるため、表示領域にマトリックス状に配列される。
【００３４】
　そして、表示パネル１０は、複数の画素（ＰＸＬ）のうち、各水平ラインに対応するエ
ミッション信号（ＥＭ）を供給するエミッションラインと、第１の駆動電圧（ＶＤＤ）を
供給する第１の駆動電源ラインと、第１の駆動電圧（ＶＤＤ）より低い電位である第２の
駆動電圧（ＶＳＳ）を供給する第２の駆動電源ラインと、初期化電源による基準電圧（Ｖ
ＲＥＦ）を供給する基準電源ラインをさらに含む。ここで、基準電圧（ＶＲＥＦ）は、有
機発光素子の動作開始電圧より低い電位に設定される。実施形態に従って、表示パネル１
０は、異なる電圧レベルの第１及び第２の基準電圧を供給する第１及び第２の初期化電源
に連結された第１及び第２の基準電源ラインを含んでいてもよい。
【００３５】
　タイミングコントローラ１１は、外部から入力されるデジタルビデオデータ（ＲＧＢ）
を表示パネル１０の解像度に合わせて再整列して、再整列されたデジタルビデオデータ（
ＲＧＢ’）をデータ駆動回路１２に供給する。
【００３６】
　そして、タイミングコントローラ１１は、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号
（Ｈｓｙｎｃ）、ドットクロック信号（ＤＣＬＫ）及びデータイネーブル信号（ＤＥ）な
どのタイミング信号に基づいて、データ駆動回路１２の動作タイミングを制御するための
データ制御信号（ＤＤＣ）と、ゲート駆動回路１３の動作タイミングを制御するためのゲ
ート制御信号（ＧＤＣ）を供給する。
【００３７】
　データ駆動回路１２は、データ制御信号（ＤＤＣ）に基づいて再整列されたデジタルビ
デオデータ（ＲＧＢ’）をアナログデータ電圧に変換する。そして、データ駆動回路１２
は、再整列されたデジタルビデオデータ（ＲＧＢ’）に基づいて、各水平期間の間、各水
平ラインの画素にデータ信号（図２のＶＤＡＴＡ）を供給する。
【００３８】
　ゲート駆動回路１３は、ゲート制御信号（ＧＤＣ）に基づいて、スキャン信号（ＳＣＡ
Ｎ）とエミッション信号（ＥＭ）を生成する。このようなゲート駆動回路１３は、スキャ
ン駆動部とエミッション駆動部を含んでいてもよい。スキャン駆動部は、各水平ラインの
スキャンラインに順次にスキャン信号（ＳＣＡＮ）を供給する。エミッション駆動部は、
各水平期間の間、各水平ラインのエミッションラインにエミッション信号（ＥＭ）を供給
する。
【００３９】
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　かかるゲート駆動回路１３は、ＧＩＰ（Ｇａｔｅ－ｄｒｉｖｅｒ　Ｉｎ　Ｐａｎｅｌ）
方式で表示パネル１０の非表示領域に配置されてもよい。
【００４０】
　図２に示したように、第１実施形態による有機発光表示装置において、複数の画素（Ｐ
ＸＬ）それぞれは有機発光素子（ＯＬＥＤ）、駆動トランジスタ（ＤＴ）、第１～第６の
トランジスタ（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５、Ｔ６）及びキャパシタ（Ｃｓｔ）を含む
。
【００４１】
　各画素（ＰＸＬ）において、駆動トランジスタ（ＤＴ）、第１のトランジスタ（Ｔ１）
及びキャパシタ（Ｃｓｔ）は、各フレームの間、有機発光素子（ＯＬＥＤ）に駆動電流を
供給するための画素駆動回路を具現して、残り第２～第６のトランジスタ（Ｔ２～Ｔ６）
は、駆動トランジスタ（ＤＴ）のしきい値電圧を補償するための補償回路を具現する。
【００４２】
　図２に示された画素は、複数の画素のうち、第ｉ番目水平ラインに配置された画素のい
ずれかである。ここで、ｉは、２より大きくてＮより小さい自然数であり、Ｎは、全体水
平ライン数である。
【００４３】
　有機発光素子（ＯＬＥＤ）は、アノード電極とカソード電極、及びこれらの間に配置さ
れる有機発光層（未図示）を含む。例示として、有機発光層は、正孔注入層、正孔輸送層
、発光層及び電子輸送層を含む。又は、有機発光層は、電子注入層をさらに含んでいても
よい。
【００４４】
　駆動トランジスタ（ＤＴ）は、第１の駆動電圧（ＶＤＤ）を供給する第１の駆動電源ラ
インと、第１の駆動電源より低い電位である第２の駆動電圧（ＶＳＳ）を供給する第２の
駆動電源ラインの間に有機発光素子（ＯＬＥＤ）と直列に連結される。
【００４５】
　駆動トランジスタ（ＤＴ）において、ゲート電極は、キャパシタ（Ｃｓｔ）に連結され
、第１及び第２電極（ソース電極及びドレーン電極）のいずれかは、第１の駆動電源（Ｖ
ＤＤ）に連結されて、残り１つは、第３ノード（Ｎ３）に連結される。
【００４６】
　かかる駆動トランジスタ（ＤＴ）は、キャパシタ（Ｃｓｔ）から供給されるターンオン
信号に基づいてターンオンすると、有機発光素子（ＯＬＥＤ）のための駆動電流を供給す
る。
【００４７】
　第１のトランジスタ（Ｔ１）は、第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））（ｉは、２よ
り大きくてＮより小さい自然数）に基づいてターンオンすると、第１ノード（Ｎ１）にデ
ータ電圧（ＶＤＡＴＡ）を供給する。
【００４８】
　かかる第１のトランジスタ（Ｔ１）において、ゲート電極は、第ｉのスキャン信号（Ｓ
ＣＡＮ（ｉ））を供給する第ｉのスキャンラインに連結され、第１及び第２電極（ソース
電極及びドレーン電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、データ電圧（ＶＤＡＴＡ
）を供給するデータラインに連結されて、残り１つ（例えば、ドレーン電極）は、第１ノ
ード（Ｎ１）に連結される。第１ノード（Ｎ１）は、第１のトランジスタ（Ｔ１）とキャ
パシタ（Ｃｓｔ）の間の接点である。
【００４９】
　キャパシタ（Ｃｓｔ）は、第１ノード（Ｎ１）と第２ノード（Ｎ２）の間に連結される
。第２ノード（Ｎ２）は、キャパシタ（Ｃｓｔ）と駆動トランジスタ（ＤＴ）の間の接点
である。
【００５０】
　すなわち、キャパシタ（Ｃｓｔ）の第１電極は、第１のトランジスタ（Ｔ１）によって
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データ電圧（ＶＤＡＴＡ）が供給される第１ノード（Ｎ１）に連結されて、第２電極は、
駆動トランジスタ（ＤＴ）のゲート電極に対応する第２ノード（Ｎ２）に連結される。
【００５１】
　かかるキャパシタ（Ｃｓｔ）は、少なくともデータ電圧（ＶＤＡＴＡ）に基づいて、駆
動トランジスタ（ＤＴ）のゲート電極にターンオン信号を供給する。
【００５２】
　第２のトランジスタ（Ｔ２）は、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））に基
づいてターンオンすると、第２ノード（Ｎ２）に基準電圧（ＶＲＥＦ）を供給する。ここ
で、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））は、前端水平ラインに対応する第ｉ
－１のスキャンラインを介して供給される信号である。
【００５３】
　かかる第２のトランジスタ（Ｔ２）において、ゲート電極は、第ｉ－１のスキャン信号
（ＳＣＡＮ（ｉ－１））を供給する第ｉ－１のスキャンラインに連結され、第１及び第２
電極（ソース電極及びドレーン電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、基準電圧（
ＶＲＥＦ）を供給する基準電源ラインに連結されて、残り１つ（例えば、ドレーン電極）
は、第２ノード（Ｎ２）に連結される。
【００５４】
　第３のトランジスタ（Ｔ３）は、第ｉの水平ラインに対応するエミッション信号（ＥＭ
（ｉ））に基づいてターンオンすると、第１ノード（Ｎ１）に基準電圧（ＶＲＥＦ）を供
給する。
【００５５】
　かかる第３のトランジスタ（Ｔ３）において、ゲート電極は、エミッション信号（ＥＭ
（ｉ））を供給する第ｉのエミッションラインに連結され、第１及び第２電極（ソース電
極及びドレーン電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、基準電圧（ＶＲＥＦ）を供
給する基準電源ラインに連結されて、残り１つ（例えば、ドレーン電極）は、第１ノード
（Ｎ１）に連結される。
【００５６】
　第４のトランジスタ（Ｔ４）は、第２ノード（Ｎ２）と第３ノード（Ｎ３）の間に連結
されて、第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））に基づいてターンオンする。
【００５７】
　第２ノード（Ｎ２）は、駆動トランジスタ（ＤＴ）のゲート電極に対応して、第３ノー
ド（Ｎ３）は、第１の駆動電源（ＶＤＤ）に連結されない駆動トランジスタ（ＤＴ）の第
２電極（例えば、ドレーン電極）に対応する。すなわち、第４のトランジスタ（Ｔ４）は
、駆動トランジスタ（ＤＴ）のゲート電極とドレーン電極の間に配置される。　
【００５８】
　具体的には、第４のトランジスタ（Ｔ４）において、ゲート電極は、第ｉのスキャン信
号（ＳＣＡＮ（ｉ））を供給する第ｉのスキャンラインに連結され、いずれかは、第３ノ
ード（Ｎ３）に連結されて、残り１つは、第２ノード（Ｎ２）に連結される。
【００５９】
　かかる第４のトランジスタ（Ｔ４）がターンオンすると、駆動トランジスタ（ＤＴ）の
ゲート電極とドレーン電極が連結されるため、駆動トランジスタ（ＤＴ）のゲート電極の
電位がしきい値電圧に隣接される。このとき、駆動トランジスタ（ＤＴ）を通じて、第１
の駆動電源ラインの第１の駆動電圧（ＶＤＤ）と駆動トランジスタ（ＤＴ）のしきい値電
圧の間の差電圧（ＶＤＤ－Ｖｔｈ）が３ノード（Ｎ３）に供給される。そして、第３ノー
ド（Ｎ３）の差電圧（ＶＤＤ－Ｖｔｈ）は、ターンオンされた第４のトランジスタ（Ｔ４
）を通じて第２ノード（Ｎ２）に供給される。
【００６０】
　第５のトランジスタ（Ｔ５）は、第３ノード（Ｎ３）と有機発光素子（ＯＬＥＤ）のア
ノード電極の間に連結されて、エミッション信号（ＥＭ（ｉ））に基づいてターンオンす
る。
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【００６１】
　第５のトランジスタ（Ｔ５）において、ゲート電極は、エミッション信号（ＥＭ（ｉ）
）を供給する第ｉのエミッションラインに連結され、第１及び第２電極（ソース電極及び
ドレーン電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、第３ノード（Ｎ３）に連結されて
、残り１つ（例えば、ドレーン電極）は、有機発光素子（ＯＬＥＤ）のアノード電極に連
結される。
【００６２】
　有機発光素子（ＯＬＥＤ）のカソード電極は、第２の駆動電圧（ＶＳＳ）を供給する第
２の駆動電源ラインに連結される。
【００６３】
　第６のトランジスタ（Ｔ６）は、第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））に基づいてタ
ーンオンすると、第４ノード（Ｎ４）に基準電圧（ＶＲＥＦ）を供給する。第４ノード（
Ｎ４）は、第５のトランジスタ（Ｔ５）と有機発光素子（ＯＬＥＤ）の間の接点である。
【００６４】
　かかる第６のトランジスタ（Ｔ６）において、ゲート電極は、第ｉのスキャン信号（Ｓ
ＣＡＮ（ｉ））を供給する第ｉのスキャンラインに連結され、第１及び第２電極（ソース
電極及びドレーン電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、基準電源ラインに連結さ
れて、残り１つ（例えば、ドレーン電極）は、第４ノード（Ｎ４）に連結される。
【００６５】
　図３に示したように、初期化期間（Ｉｎｉｔｉａｌ）の間、ゲート駆動回路（図１の１
３）から画素（ＰＸＬ）に供給される第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））、
第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））、及びエミッション信号（ＥＭ（ｉ））のうち第
ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））は、ターンオンレベル（図３のローレベル
）で供給されて、第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））及びエミッション信号（ＥＭ（
ｉ））は、ターンオフレベル（図３のハイレベル）で供給される。
【００６６】
　そのため、ターンオンレベルの第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））に基づ
いて、第２のトランジスタ（Ｔ２）がターンオンされる。そのため、ターンオンされた第
２のトランジスタ（Ｔ２）を通じて、第２ノード（Ｎ２）の電位が基準電圧（ＶＲＥＦ）
に初期化される。
【００６７】
　サンプリング期間（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）の間、第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））
は、ターンオンレベル（図３のローレベル）で供給されて、第ｉ－１のスキャン信号（Ｓ
ＣＡＮ（ｉ－１））及びエミッション信号（ＥＭ（ｉ））は、ターンオフレベル（図３の
ハイレベル）で供給される。
【００６８】
　そのため、ターンオフレベルの第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））に基づ
いて、第２のトランジスタ（Ｔ２）はターンオフされる。
【００６９】
　そして、ターンオンレベルの第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））に基づいて、第１
のトランジスタ（Ｔ１）、第４のトランジスタ（Ｔ４）及び第６のトランジスタ（Ｔ６）
がターンオンされる。
【００７０】
　ターンオンされた第１のトランジスタ（Ｔ１）を通じて第１ノード（Ｎ１）にデータ電
圧（ＶＤＡＴＡ）が供給される。すなわち、キャパシタ（Ｃｓｔ）の一端にデータ電圧（
ＶＤＡＴＡ）が供給される。
【００７１】
　ターンオンされた第４のトランジスタ（Ｔ４）を通じて、駆動トランジスタ（ＤＴ）の
ゲート電極の電位が駆動トランジスタ（ＤＴ）のしきい値電圧に隣接するように次第に変
動する。これにより、駆動トランジスタ（ＤＴ）及び第４のトランジスタ（Ｔ４）を通じ
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て、第２ノード（Ｎ２）に第１の駆動電圧（ＶＤＤ）と駆動トランジスタ（ＤＴ）のしき
い値電圧（Ｖｔｈ）の間の差電圧（ＶＤＤ－Ｖｔｈ）が供給される。
【００７２】
　ターンオンされた第６のトランジスタ（Ｔ６）を通じて第４ノード（Ｎ４）に基準電圧
（ＶＲＥＦ）が供給される。これにより、サンプリング期間（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）の間、
有機発光素子（ＯＬＥＤ）の駆動が防止される。
【００７３】
　ブースト期間（Ｂｏｏｓｔｉｎｇ）の間、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１
））、第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））及びエミッション信号（ＥＭ（ｉ））は、
いずれもターンオフレベルで供給される。そのため、第１、第４及び第６のトランジスタ
（Ｔ１、Ｔ４、Ｔ６）を含む第１～第６のトランジスタ（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５
、Ｔ６）がいずれもターンオフされる。
【００７４】
　このとき、キャパシタ（Ｃｓｔ）及び第４のトランジスタ（Ｔ４）の寄生容量により、
第２ノード（Ｎ２）の電位がブーストされる。
【００７５】
　そして、エミッション期間（Ｅｍｉｓｓｉｏｎ）の間、エミッション信号（ＥＭ（ｉ）
）は、ターンオンレベルで供給されて、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））
及び第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））は、ターンオフレベルで供給される。
【００７６】
　そのため、ターンオンレベルのエミッション信号（ＥＭ（ｉ））に基づいて、第３のト
ランジスタ（Ｔ３）及び第５のトランジスタ（Ｔ５）がターンオンされる。
【００７７】
　このとき、ターンオンされた第３のトランジスタ（Ｔ３）により第１ノード（Ｎ１）に
基準電圧（ＶＲＥＦ）が供給されるため、第１ノード（Ｎ１）の電位は、データ電圧（Ｖ
ＤＡＴＡ）から基準電圧（ＶＲＥＦ）に変動される（△Ｖ＝ＶＤＡＴＡ－ＶＲＥＦ）。こ
れにより、第２ノード（Ｎ２）の電圧は、サンプリング期間での電圧（ＶＤＤ－Ｖｔｈ）
から第１ノードの変動電圧（△Ｖ＝ＶＤＡＴＡ－ＶＲＥＦ）だけ減少される。
【００７８】
　かかる第２ノードの電圧に対応する駆動トランジスタ（ＤＴ）の駆動電流が、ターンオ
ンされた第５のトランジスタ（Ｔ５）を通じて有機発光素子（ＯＬＥＤ）に供給される。
【００７９】
　以上のように、本発明の第１実施形態によれば、初期化期間（図３のＩｎｉｔｉａｌ）
の間、第２のトランジスタ（Ｔ２）をターンオンして第２ノード（Ｎ２）、すなわち、キ
ャパシタ（Ｃｓｔ）の第２電極及び駆動トランジスタ（ＤＴ）のゲート電極を基準電圧（
ＶＲＥＦ）に初期化する。
【００８０】
　このとき、第２のトランジスタ（Ｔ２）は、第１、第４及び第６のトランジスタ（Ｔ１
、Ｔ４、Ｔ６）と違って、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））に基づいてタ
ーンオンされる。すなわち、第２のトランジスタ（Ｔ２）のターンオンの際、第１、第４
及び第６のトランジスタ（Ｔ１、Ｔ４、Ｔ６）がターンオンされない。
【００８１】
　そのため、初期化期間の間、駆動トランジスタ（ＤＴ）、第４及び第６のトランジスタ
（Ｔ４、Ｔ６）を含む電流経路の発生が防止されるため、第１の駆動電圧（ＶＤＤ）を供
給する第１の駆動電源と、基準電圧（ＶＲＥＦ）を供給する初期化電源が連結されること
が防止される。これにより、初期化電源のリップル（ｒｉｐｐｌｅ）を防止することがで
きる。
【００８２】
　また、初期化期間（Ｉｎｉｔｉａｌ）の間、キャパシタ（Ｃｓｔ）の第２電極及び駆動
トランジスタ（ＤＴ）のゲート電極を基準電圧（ＶＲＥＦ）に初期化するための第２トラ
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ンジスタ（Ｔ２）は、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））、すなわち、前端
水平ラインのスキャンラインを介して供給される信号によりターンオンされる。
【００８３】
　これにより、第２のトランジスタ（Ｔ２）をターンオンさせるための信号を供給する別
途ライン及び別途信号供給部は不要である。すなわち、ゲート駆動回路（図１の１３）は
、各水平ラインに対応するスキャン駆動部及びエミッション駆動部で具現されるため、ゲ
ート駆動回路１３を単純にかつ簡単に設計することができるという長所がある。そのため
、ＧＩＰ方式のゲート駆動回路１３による有機発光表示装置のベゼル領域の幅を減少させ
るという長所がある。
【００８４】
　一方、初期化期間（Ｉｎｉｔｉａｌ）の間、第２ノード（Ｎ２）の電位は、基準電圧（
ＶＲＥＦ）に初期化される反面、第１ノード（Ｎ１）の電位は、フローティング状態（ｆ
ｌｏａｔｉｎｇ）である。
【００８５】
　そのため、初期化期間（Ｉｎｉｔｉａｌ）の間、以前フレーム（（ｋ－１）ｔｈ　ｆｒ
ａｍｅ）でのキャパシタ（Ｃｓｔ）の充電電圧が適切に初期化されない問題点がある。
【００８６】
　それにより、サンプリング期間（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）の初期に、第２ノード（Ｎ２）の
電位が以前フレーム（（ｋ－１）ｔｈ　ｆｒａｍｅ）の輝度によって変動する問題点があ
る。
【００８７】
　具体的には、図３の第１及び第２ノード（Ｎ１、Ｎ２）の電位のうち、比較的薄い実線
で示したように、以前フレーム（（ｋ－１）ｔｈ　ｆｒａｍｅ）でブラック輝度を示した
場合、サンプリング期間（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）の初期に、第２ノード（Ｎ２）の電位がオ
ーバーシュート（ｏｖｅｒｓｈｏｏｔ）波形に発生し得る問題点がある。
【００８８】
　このように、第１実施形態によれば、以前フレーム（（ｋ－１）ｔｈ ｆｒａｍｅ）で
の輝度によって水平ライン別に輝度差が発生する問題点がある。
【００８９】
　これを解決するため初期化期間（Ｉｎｉｔｉａｌ）の間、第１及び第２ノード（Ｎ１、
Ｎ２）の電位を全て初期化する第２実施形態を提供する。
【００９０】
　図４は、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置において、いずれか画素に対応
する等価回路を示した図面である。図５は、図４の駆動信号の波形と、それによる各ノー
ドの電位を示した図面である。
【００９１】
　図４に示したように、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置は、第ｉ－１のス
キャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））に基づいてターンオンすると、第１ノード（Ｎ１）に
基準電圧（ＶＲＥＦ）を供給する第７のトランジスタ（Ｔ７）をさらに含む点を除くと、
図１～図３に示した第１実施形態と同様であるため、以下では、重複する説明を省略する
。
【００９２】
　図４に示したように、第７のトランジスタ（Ｔ７）は、第１ノード（Ｎ１）と基準電圧
（ＶＲＥＦ）を供給する基準電源ラインの間に連結される。
【００９３】
　かかる第７のトランジスタ（Ｔ７）において、ゲート電極は、第ｉ－１のスキャン信号
（ＳＣＡＮ（ｉ－１））を供給する第ｉ－１のスキャンラインに連結され、第１及び第２
電極（ソース電極及びドレーン電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、基準電圧（
ＶＲＥＦ）を供給する基準電源ラインに連結されて、残り１つ（例えば、ドレーン電極）
は、第１ノード（Ｎ１）に連結される。
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【００９４】
　そして、図５に示したように、初期化期間（Ｉｎｉｔｉａｌ）の間、ターンオンレベル
の第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））に基づいて、第２のトランジスタ（Ｔ
２）及び第７のトランジスタ（Ｔ７）がターンオンされる。
【００９５】
　そのため、ターンオンされた第２のトランジスタ（Ｔ２）を通じて、第２ノード（Ｎ２
）の電位が基準電圧（ＶＲＥＦ）に初期化される。それとともに、ターンオンされた第７
のトランジスタ（Ｔ７）を通じて第１ノード（Ｎ１）の電位が基準電圧（ＶＲＥＦ）に初
期化される。
【００９６】
　すなわち、初期化期間（Ｉｎｉｔｉａｌ）の間、キャパシタ（Ｃｓｔ）の両端がいずれ
も基準電圧（ＶＲＥＦ）に初期化される。
【００９７】
　これにより、サンプリング期間（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）の初期に、第２ノード（Ｎ２）の
電位が以前フレーム（（ｋ－１）ｔｈ　ｆｒａｍｅ）の輝度によって変動することを防止
することができる。従って、以前フレーム（（ｋ－１）ｔｈ 　ｆｒａｍｅ）での輝度に
よって水平ライン別に輝度差が発生することを防止することができる。
【００９８】
　一方、第１及び第２実施形態と違って、第１ノード（Ｎ１）を初期化する基準電圧と、
第２ノード（Ｎ２）を初期化する基準電圧とが異なる電圧レベルからなってもよい。
【００９９】
　図６は、本発明の第３実施形態による有機発光表示装置において、いずれか画素に対応
する等価回路を示した図面である。
【０１００】
　図６に示したように、本発明の第３実施形態による有機発光表示装置は、第２のトラン
ジスタ（Ｔ２）がターンオンすると、第２ノード（Ｎ２）に第１の基準電圧（ＶＲＥＦ１
）を供給し、第７のトランジスタ（Ｔ７）がターンオンすると、第１ノード（Ｎ１）に第
１の基準電圧（ＶＲＥＦ１）と異なる第２の基準電圧（ＶＲＥＦ２）を供給する点を除く
と、第２実施形態と同様であるため、以下では、重複する説明を省略する。
【０１０１】
　図６に示したように、第２のトランジスタ（Ｔ２）は、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣ
ＡＮ（ｉ－１））に基づいてターンオンすると、第２ノード（Ｎ２）に第１の基準電圧（
ＶＲＥＦ１）を供給する。
【０１０２】
　このため、第２のトランジスタ（Ｔ２）の第１及び第２電極（ソース電極及びドレーン
電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、第１の基準電圧（ＶＲＥＦ１）を供給する
第１の基準電源ラインに連結され、残り１つ（例えば、ドレーン電極）は、第２ノード（
Ｎ２）に連結される。
【０１０３】
　そして、第７のトランジスタ（Ｔ７）は、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１
））に基づいてターンオンすると、第１ノード（Ｎ１）に第２の基準電圧（ＶＲＥＦ２）
を供給する。
【０１０４】
　このため、第７のトランジスタ（Ｔ７）の第１及び第２電極（ソース電極及びドレーン
電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、第２の基準電圧（ＶＲＥＦ２）を供給する
第２の基準電源ラインに連結され、残り１つ（例えば、ドレーン電極）は、第１ノード（
Ｎ１）に連結される。
【０１０５】
　このようにすると、初期化期間（Ｉｎｉｔｉａｌ）の間、キャパシタ（Ｃｓｔ）は、第
１の基準電圧（ＶＲＥＦ１）及び第２の基準電圧（ＶＲＥＦ２）の間の差電圧に初期化さ
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れる。
【０１０６】
　これにより、第１の基準電圧（ＶＲＥＦ１）及び第２の基準電圧（ＶＲＥＦ２）を通じ
て、サンプリング期間（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）での応答速度を容易に調節することができる
。また、有機発光表示装置の駆動時間による全体画素の劣化を全般的に補償することが容
易になる。
【０１０７】
　一方、第３実施形態による第１の基準電圧（図６のＶＲＥＦ１）が有機発光素子（ＯＬ
ＥＤ）の動作開始電圧と類似範囲に設定され得、又は、有機発光素子（ＯＬＥＤ）の劣化
により有機発光素子（ＯＬＥＤ）の動作開始電圧以上に設定され得る。
【０１０８】
　このとき、第６のトランジスタ（Ｔ６）のオフ電流を通じて、第３実施形態による第１
の基準電圧（図６のＶＲＥＦ１）が４ノード（Ｎ４）に供給されると、有機発光素子（Ｏ
ＬＥＤ）が誤って作動され得る問題点がある。
【０１０９】
　図７は、本発明の第４実施形態による有機発光表示装置において、いずれか画素に対応
する等価回路を示した図面である。
【０１１０】
　図７に示したように、本発明の第４実施形態による有機発光表示装置は、第２のトラン
ジスタ（Ｔ２）がターンオンすると、第２ノード（Ｎ２）に第１の基準電圧（ＶＲＥＦ１
）の代わりに第２の駆動電圧（ＶＳＳ）を供給し、第６のトランジスタ（Ｔ６）がターン
オンすると、第４ノード（Ｎ４）に第１の基準電圧（ＶＲＥＦ１）の代わりに第２の駆動
電圧（ＶＳＳ）を供給する点を除くと、第３実施形態と同様であるため、以下では、重複
する説明を省略する。
【０１１１】
　図７に示したように、第２のトランジスタ（Ｔ２）は、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣ
ＡＮ（ｉ－１））に基づいてターンオンすると、第２ノード（Ｎ２）に第２の駆動電圧（
ＶＳＳ）を供給する。
【０１１２】
　このため、第２のトランジスタ（Ｔ２）の第１及び第２電極（ソース電極及びドレーン
電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、第２の駆動電圧（ＶＳＳ）を供給する第２
の駆動電源ラインに連結されて、残り１つ（例えば、ドレーン電極）は、第２ノード（Ｎ
２）に連結される。
【０１１３】
　第７のトランジスタ（Ｔ７）は、第ｉ－１のスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ－１））に基
づいてターンオンすると、第１ノード（Ｎ１）に基準電圧（ＶＲＥＦ）を供給する。
【０１１４】
　第６のトランジスタ（Ｔ６）は、第ｉのスキャン信号（ＳＣＡＮ（ｉ））に基づいてタ
ーンオンすると、第４ノード（Ｎ４）に第２の駆動電圧（ＶＳＳ）を供給する。
【０１１５】
　このため、第６のトランジスタ（Ｔ６）の第１及び第２電極（ソース電極及びドレーン
電極）のいずれか（例えば、ソース電極）は、第２の駆動電圧（ＶＳＳ）を供給する第２
の駆動電源ラインに連結されて、残り１つ（例えば、ドレーン電極）は、第４ノード（Ｎ
４）に連結される。
【０１１６】
　このようにすると、第６のトランジスタ（Ｔ６）のオフ電流が発生しても、第４ノード
（Ｎ４）、すなわち、有機発光素子（ＯＬＥＤ）のアノード電極には第２の駆動電圧（Ｖ
ＳＳ）が供給される。従って、第６のトランジスタ（Ｔ６）のオフ電流により有機発光素
子（ＯＬＥＤ）が誤って作動されることを防止することができ、画質が改善する。
【０１１７】
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　以上で説明した本発明は、上述した実施形態及び添付の図面に限定されるものではなく
、本発明の技術的思想を脱しない範囲内で様々な置換、変形及び変更が可能であることは
、本発明が属する技術分野で従来の知識を有する者にとって明らかである。
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